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専門分野：

経　　歴：

ISO14001－農化学薬品、環境分析、産業廃棄物
埋立処分場管理、環境影響評価（アセスメント）

平田紡績株式会社、一般財団法人三重県環境保全
事業団、インターテック審査員（現職）

「ディズニーランド」

審査員からのエッセイをお楽しみください。

孫の2歳の誕生日に、村田ファミリー全員で

ディズニーランドに行こうということになりました。

当時、全員というと家内や独身だった三男坊主

も含めると総勢12名の一大デレゲーションです。

もちろん、その費用は全て私（つまり、じーじ）

が持つという条件での計画で、その費用たるや

相当な額になりました。でも、孫たちがみんな

喜んでいる姿を見ていたら、爺馬鹿というか、そんなことはすっかり吹き飛んじゃったのを覚えています。

　ディズニーランドは、歩くだけでメチャ大変でしたが、当時始まっていた夜のシンデレラ城に映し出されたプロジェクションマッピング

の素晴らしい光景は今でも目に焼き付いています。その後、関東にいる孫たちから時々ライン電話が入ってきます。「じーじ、また

ディズニーランドに行こうね！」って、その時は本当に困るんですよね、、、、、、ポケットマネーには限界があるし、、、、。

■■ 感染大流行で判明したこと感染大流行で判明したこと

・誰もウイルス感染大流行を予想せず、感染リ

スクの備えが不十分でした。

・経済活動の制限で経済的に不利な境遇に

ある人々に苛酷な犠牲を強いることが多くの

国で露わになり、日本では職を失って困窮

する非正規労働者やアルバイト収入を絶た

れて学業を諦める学生も現れました。

■ コロナ後の企業経営で求められることコロナ後の企業経営で求められること

・近年、国境を超えて広がったウイルス感染

は数年毎に発生しています。ヒトに感染す

る鳥インフルエンザも昨シーズンは大発生

して国内で987万羽の鶏が殺処分されまし

た。これらを考慮すると感染大流行は｢今後

も起こりうるリスク｣として管理する必要があ

ります。

・2020年は、国際社会が｢気候変動｣や｢持

続可能な社会｣への取組みを漸く開始した

年でした。そのため、国連は感染流行で停

滞した経済の復興を流行以前に戻るので

はなく、より強靭な社会を構築する｢グリーン

リカバリー｣を提唱しました。これにより､各国

の為政者は｢気候変動対策｣や｢社会の歪

みを改善する施策｣を復興計画に盛り込み

ました。

・銀行や機関投資家が新しい企業評価として

進めていた｢ESG（環境･社会的責任･内部統

制）投資｣を強化する方針を打ち出し、以下

の取組みを求めています。

 　E:再生可能エネルギー

 　S:組織内外の人権問題、地域問題

 　G:多様なメンバーによる意思決定

■ ISO14001,ISO45001,ISO9001で対応するISO14001,ISO45001,ISO9001で対応する

　上記の取組みはISO14001(環境)､ISO45001

(労働安全衛生)､ISO9001(品質)に反映ができ

ます｡( )内は規格の箇条、規格名がないのは

3規格共通です。

・組織の内部外部の状況分析(4.1)からマネジ

メントシステムの成果の達成に影響するリス

クを管理する(6.1) 。

－豪雨・熱波等の気候変動は対応(8.2)だけ

でなく、再生可能エネルギーの導入も考

慮する（環境6.1､6.2)｡

－感染流行に厳重に備える(8.2)｡ISO45001

では病原性危険源として特定し､予防対策

する(労安6.1､8.1)｡

－供給者チェーンの分断は供給者と協調し

て対応する(8.1)(品質8.4)。

・人権問題には各省庁の指針や法改正情報

を基に厳格に判断する｡

－組織内における｢働き甲斐のある仕事｣は、

政府が進める｢働き方改革｣に従って｢残業

負荷｣や｢休暇取得｣を見直し､｢ハラスメン

ト防止｣や｢均等･均衡待遇｣を導入するな

ど法順守で対応する(労安6.1.3、9.1.2)。

－供給者チェーンにおける｢児童労働｣｢強

制労働｣｢劣悪労働環境｣は原材料の採取

現場や途上国での委託生産で頻発し易い。

仲介業者や監査会社に調査や認定証明

を依頼することが望ましい(労安6.1.2)。

・利害関係者のニーズと期待に耳を傾け、広

く声を集め、対応することが組織の存在価値

を高めることになる。重要な利害関係者とは

関係性を管理し、価値観を共有し、協調して

問題を解決することが重要(4.2）｡

・意思決定のプロセスに多様な人々が関わっ

ていることを確認する(5.3)。

　以上、コロナ後の企業経営で求められる事

項は、ISO(14001、45001、9001)でほぼ対応

できることを示しました。個々の問題については

機会を見て解説したいと思います。興味のある

方は、弊社ホームページ掲載の本誌Vol 37、

38、41、53、55、57の同コラムもご参照ください。

　次回は「日本のエネルギー計画」について

解説します。

環境主任審査員 郷古 宣昭 Nobuaki Goko

連載「環境とISO14001」

審査員リレーエッセイ

「新型コロナウイルス危機」（その5：コロナ後のマネジメントシステム）


